
高温化や災害に対応した新たな技術開発

暖海性魚介類の活用に向けた研究（神奈川県）

ハウス内高温抑制技術（兵庫県）

農業では、高温による収量や品質の
低下を防ぐため、コメや果樹等で高温
に強い品種の開発・導入が進められ
ています。

 また、施設栽培では、ハウス内の気
温上昇から野菜や花きを守るため、
熱線反射資材・簡易冷房・ドライミスト
等、様々な高温抑制技術が導入され
ています。台風や積雪等の気象災害
に耐えられるハウス施設も導入され
ています。

水産業では、海水温の高温化による
魚介類の分布の変化や、それに伴う
磯焼けが問題となっています。新たな
増養殖技術、問題となる魚類の防除
あるいは活用のための技術の開発が
始まっています。

概要

神奈川県では、既に暖海性魚介類に
よる海藻類の食害が県下全体に広
がっており、その対策が急務となって
います。アイゴもその一つで、大量に
水揚げされてもそのままでは経済的
価値がないため、加工品開発など付
加価値を高める技術開発を行うこと
としています。

兵庫県では、高
温期のハウス内
の気温上昇への
対策として、加
湿冷却装置を設
置しました。気温
上昇抑制とトマト
の生育促進効果
が確認されてい
ます。

暖海性魚介類のアイゴ。海藻を
食害するため、問題となっている。

施設（左）と加湿冷却状況（右）

出典：
・神奈川県地球温暖化対策実行計画（平成28年10月改定）
http://www.pref.kanagawa.jp/uploaded/attachment/849037.pdf
・兵庫県立農林水産技術センター簡易設置型パッドアンドファンによるハウスの加湿冷却効果
http://hyogo-nourinsuisangc.jp/18-panel/pdf/h24/24_30.pdf
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